


































令和７年度⼀般選抜（前期⽇程） 
個別試験「国語」出題意図 

 
 
［出題意図］ 
1.（配点六〇点） 
 鈴⽊宏昭『私たちはどう学んでいるのか』（筑摩書房、２０２２年）から、認知科学に基
づいて教育と学習について論じている箇所を問題⽂とした。創発的学習の仕組みや具体的
な問題解決の事例について書かれた⽂章の内容と構成を理解し、⽂中の⽤語や表現を適切
に⽤いて説明することを求める問題を出題した。 
 
2.（配点七〇点） 
 阪井裕⼀郎『結婚の社会学』（筑摩書房、２０２４年）から、マッチングアプリが及ぼし
うる社会的影響について論じている箇所を問題⽂とした。問題⽂の論旨を踏まえて空欄を
埋める問題、問題⽂の論旨を⽂中の⾔葉を使って説明する問題を出題した。また、⽂中に使
われている漢字の知識を試す問題も出題した。 
 
3．（配点七〇点） 
 那須耕介『法、政策、そして政治』（勁草書房、2023 年）から、リバタリアン・パターナ
リズムという考え⽅を解説した箇所を問題⽂とした。問題⽂の論旨を踏まえて、ある部分の
内容を説明させる問い、ある部分の内容を⾔い換えたり説明したりしている箇所を抜き出
させる問い、問題⽂中の問題提起に対する解答を説明させる問いを出題した。また、⽂中に
使われている漢字の知識を試す問いも出題した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



［解答例］ 
問題１ 
 
問 1  
⾃分の経験や他者の経験の観察から得た知識で主に構成されたゆるい認識の体系。 
 
問２  
「持ち運びやすく、飲める」アイスがないという問題。 
 
問３ 
環境に働きかけ、そこから情報を得て、また考えて再度環境に働きかけるというサイクルの
中で、⾃らの認知的リソースと環境のリソースを活⽤して、操作可能な問題を作り出し解決
を図る過程。 
 
問４ 
エ   
 
問題２ 
 
問１ ａ あんい ｂ けいしょう ｃ ふきゅう ｄ しょうじょう ｅ おびや 
 
問２ ① ㋓  ② ㋑  ③ ㋔  ④ ㋒  ⑤ ㋐ 
 
問３ マッチングアプリという新しい⼿段が、既存のジェンダー規範や結婚をめぐる価値
観を社会通念に沿って、それを後押しするかたちで補強する［という側⾯］ 
 
問４ ⼈が他者との偶然の出会いや関わりのなかで、絶えず価値観の修正や刷新をおこな
い、他者への理解や⾃分⾃⾝が変わる可能性が阻害されていない［という状態］ 
 
問題３ 
 
問１ 
a ⽿⽬ b 構図 c 潜在的 
 
問２ 
リバタリアンとパターナリズムという、相容れないと通常はみなされてきた⼆つの⽴場を



⽭盾なく統合できるという⼤きな望み。 
 
問３ 
⼈びとの無個性的な愚かさは、パターナリスティックな⼲渉の必要性を基礎づけるだけで
なく、より賢明な⼲渉⼿法を構成する中核的な要素にもなりうるとされたのである。 
 
問４ 
⼀⽅は⼀般に「システム 1」と呼ばれる反射的・無意識的・習慣的なふるまいを導く⾃動シ
ステムであり、他⽅は「システム 2」と呼ばれる反省的で⾃覚的、計画的な熟慮システムで
ある。 
 
問５ 略 


